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　　Abstract : Forms of iron in the matrix of the red weathered crusts distributed in Ryoseki and
　its neighborhood in Kochi prefecture were ｅχamined.
　　These crusts are the weathering products of terrace gravels, talus deposits and sedimentary rocks.
　　The samples used in the investigation were taken from the matrix in the crustts.
　　The period of formation of those crusts is in the Diluvialage･
　　In the paper, the folllowing three abreviations were used. The period of wethering of the
　samples is presumed to be equal to the period of formation of Ｔ ｐ】usthe relative warm period
　following that.　In（Ｈ），Ｔ means the Higher Terrace and in (M), Middle Terrace. (Br) means
　the brown forest soils (subsoil) used as comparative samples･
　　The colors of the wet samples were red, yellowish red in (H) samles, yellowish red, strong
　brown in (M) samples, and brown, yellowish brown in (Br) samples.
　　The X-ray dぽfaction patterns in the clay fractions of the ･samples showed that hematite was
dominant in (H) and (M), especially in (H), and goethite in (Br).
　　Every clay sample showed the　extremely fast dissolution rate of iron with the treatment of １Ｎ
　oxalic or sulfuric acid solution at the earliest stage of treament and the following order of rates
　among the samples was observed.
　　　（Ｂｒ）＞（Ｍ）＞（Ｈ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言
　筆者の一人，片岡1りま，さきに，高知県東部の洪積世間永期に形成風化されたとされる担山海岸
段丘の赤色土の鉄の形態についお報告したが，本研究では，段丘篠層，古崖錐，崖錐成堆積物，基
盤堆積岩の赤色風化殼を試料とし，これに，四国内，国有林の褐色森林土を比較試料とし，鉄の形
態を検討した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試　　　　　料
　（1）赤色風化殼
　高知市北東の領石（南国市）より１地点，その東隣（土佐山田町）より４地点，参考として高知
市朝倉よ,り２地点を選んだ。これらの地点の位置，地形，堆積状況，試料の採取部位を以下に記す
る。
　試料は略記号で示したが. (H)とは，高位段丘形成時代及びそれ以降の時代に風化作用をうけた
ものであり, (M)とは中位段丘形成時代及びそれ以降の時代に風化作用をうけたものであること
を意味する。
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　Ueda (H)
　位置・地形
　高知県南国市植田，５万分の１地形図「高知」，国分川，新改川合流点の北，「植田」の文字の北
西，山麓部の河岸段丘。標高37m。
　断面
　１層……崖錐成堆積物。ｎ層の上に周囲の山から，高位段丘形成時代及びそれ以後に堆積風化し
たもので，角凛を含む。この層のmatrixより試料Ueda (H)を採取。 matrixの湿色は標準土色
帳2jで５ＹＲ。
　ｎ層……河岸段丘凛層。断面は約２ｍ露出。新改川（さらには物部川）に由来すると考えられる
亜角凛ないし亜円篠からなっている。篠は中心部まで風化しているが，クサリ凛となっていない。
matrixはＩ層と同様に赤味か強い。高位段丘形成時代め堆積，風化と考えられる。
　基盤……露出していないが，中生界白亜系日比原層の堆積岩であると考えられる。
　Shingai (H)
　位置・地形
　高知県土佐山田町新改。５万分の１地形図「高知」，「新改」の文字の北東，河岸段丘。標高65m。
　断面
　河岸段丘凛層（地上２ｍの厚さに露出）。砂岩篠は基盤のものではなく，新改川上流のものと考
えられ，クサリ篠となっているが，チャート礎はクサリ篠となっていない。 matrix は赤味かあり，
湿色は５ＹＲである。　この層の堆積，風化は高位段丘形成時代と考えられる。試料Shingai (H)
をこの層のmatrixより採取。基盤は中生界白亜系日比原層の砂岩である。
　Ue-1 CM), Ue-1 (H)
　位置・地形
　高知県土佐山田町植。５万分の１地形図「高知」，土佐山田町より新改に至る道路の文字「植」
の場所。道路東側の山麓の崖。
　断面
　Ｉ層……水田（10 cm）
　Ⅱ層……古崖錐と考えられる。　チャートの角篠は未風化, matrixは赤味がある。　中位段丘形成
時代に赤色化作用をうけ，低位段丘形成時代に崖錐として堆積したものと推定。試料Ue-1 (M)は
matrixより採取。 matrix の湿色は５ＹＲ。
　ｍ層……中生界白亜系荻野層の篠岩層の風化したものと推定。試料Ｕｅ-1（Ｈ）はmatrixより採
取。
　Ue-2 (M)
　位置・地形
　Ue-1の北隣, Ue-1と同じ山麓部，道路に接する崖。
　断面
　Ｉ層……水田
　Ｕ層……層厚1.5～2mの古座錐。 Ue-1 (M)と同時期に形成された古崖錐と推定。試料Ue-2
（Ｍ）は篠を除いたmatrixの部分より採取。matrixの湿色は５ＹＲ。
　基盤……中生界白亜系萩野層の砂岩，頁岩互層。
　Niida(H)
　位置・地形
　高知県土佐山田町佐野（仁井田）。５万分の１地形図「高知」，物部川中流西岸，文字「仁井田」
９の南々西。物部川により形成された河岸段丘。
　断面
　　Ｉ層……河岸段丘篠層。厚さ約1.5m,物部川上流より運ばれたと考えられる砂岩，チャート篠
を含む。高位段丘形成時代に堆積し，風化したものと考えられる。（篠のくさり方からは関東で中
位段丘ぐらいの感じがするが, matrixの湿色が2.5YRと赤いので，このように推定。）試料
Niida(H)はmatrixより採取。
　Joyama (H)
　位置・地形
　高知市朝倉南城山，朝倉中学校の校庭端の崖。標高60～100m。河岸段丘。
　既存堆積物が高位段丘形成時代に河川の侵食により平担化されつつあるときに赤色化作用をうけ
たものと推定。チャートのボール大の篠はクサリ礎とはなっていないが，それ以外の塩基性凝灰岩
礎，砂岩篠はクサリ篠となっている。 matrix は赤味があり，湿色は５ＹＲである。試料
Joyama(H)はmatrixより採取。
　Joyama (M)
位置・地形
　Joyａｍａ（Ｈ）の南方，塵焼場の切割，河岸段丘。標高20m。
　河岸段丘篠層……砂岩篠は半クサリであるが,･チャート篠はクサリ篠となっていない。赤色化の
程度は中位段丘形成時代であると推定。 matrixの湿色は7.5 YRである。試料Joyama (M)は
matrixより採取。
　☆　試料の堆積，形成時代
　試料は段丘礎層，古崖錐，崖錐成堆積物，基盤堆積岩の風化殼であり，これらの堆積した時代や
形成された時代を知るためには，段丘の形成時代が明らかにされていなければならないが，高知県
下においては，段丘面や段丘礎層の日本における模式地である関東，関西のそれとの対比は終了し
ていない。　ここでは，中村・満塩3’（1972）に従い，高位段丘形成時代とは中期洪積世下部，中位
段丘形成時代とは中期洪積世上部，低位段丘形成時代とは後期洪積世にそれぞれ相当するものであ
るとしておく。
　なお，試料採取地点の地形，地質については，満塩・甲藤" (1965),高知第四紀研究グループs）
　(1974)に記載されている。
　（2）褐色森林土
　林業試験場四国文場採取の褐色森林土の下層上の細上を試料とした。
　Na (Br)
　南国市中の川山国有林，母岩は古生層砂岩，頁岩互層。湿色１０ＹＲ。
　I(Br)
　高知県馬路村一の谷山国有林，母岩は中生層砂岩，頁岩互層。湿色１０ＹＲ。
　Ｏ（Ｂｒ）
　高知県本川村奥南川山国有林，母岩は結晶片岩。湿色１０ＹＲ。
　Ａ（Ｂｒ）
　香川県琴南町浅木原山国有林，母岩は中生層（和泉層群）砂岩（一部頁岩）。湿色2.5Y。･
　Ｓ（Ｂｒ）
　愛媛県新宮村山地国有林，母岩は結晶片岩。湿色10YR。
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Ｙ（Ｂｒ）
高知県馬路村安田川国有林，母岩は中生層砂岩，頁岩互層。湿色10YR。
試料の総括をTable l に示す。
　　　　　　　Ｔａｂχｅ χ． Ｔｈｅ ｄ砂ｏｓitｉｏｎ ａｎｄ ■ａａｅａtｈｅｒｉｎｇｏｆ Ｚｌｌ・ｏｒiginal ｓａｍｐｌｅｓ
　　　　　　　　　　　　（ｒｅｄ ■ｗｅａtheｒｅｄ ｃｒｕｓtｓ）
Sample from
　　matrix
Ueda (H)
Shingai (H)
Ue-1 (M)
Ｕｅ－1（Ｈ）
Ｕｅ－2（Ｍ）
Niida (H)
Joyama (H)
Joyama (M)
Deposit
　　　talus
terrace gravel
　　　talus
　　sandstone
　　　talus
terrace gravel
terrace gravel
terrace gravel
Period of　＊
weathering
(Ｈ)
??
?
???
??
??
??
??
???????????????
Munsell notation (訟忿ぱil)λy↓k4･･Jw1↓11w16111w11　　　'colornames　/
　fine soil　　　　　clay
2.5YR4/8　　　　　2. 5YR4/8
　　　　　　(red)
　5 YR4/6　　　　　　5 YR4/8
　　　　(yellowish red)
　5
YR3/6　　　　　　5 YR4/6
　　　　　　　　(yellowish red)
5･YR5/8　　　　　　5 YR5/8　　　　(yellowishred)
5 YR4/8　　　　　　5 YR5/8
　　　　(yellowishred)
　2. 5Y R4/8
　　5
YR4/8
(yellowish red)
(red)
2.5YR4/8
　5 YR3/6
7｡5YR5/8　　　　　7. 5YR5/8
　　　　(strong brown)
　Com parative samples brown forest soils(subsoil)-Na (B「」,I (Br), O (Br),
　A (Br), S (Br), Y (Bu)
＊　The period of weathering of the samples is presumed to be equal to the period of
　formation of T plus the relatively warm period following that. In (H), T means the
　"Higher Terrace” and in (M),“Middle Terrace”.
試料（細土）の機械的組成は次のとおりである。
　　　　　　　　　　　　Meclianiｃａｌ ｃｏｍｂｏｓｔttｏ／i　ｏｆ　theｓａｍｐｌｅｓ
Sample
Ueda (H)
Ｕｅ－1（Ｈ）
Niida (H)
Shingai (H)
Joyama (H)
Ue-1 (M)
Ｕｅ－2（Ｍ）
Soil texture
light clay
lightclay
heavy clay
lightclay
loam
light Ｃ】ay
{器14。。
Mechanical composition （％）
coarse sand　　fine sand
28.21
25.84
19.09
20.88
25.24
24.36
39.10
27.26
22.63
22.94
22.61
18.55
31.46
16.03
n.83
37.20
silt
-
20.42
13.56
10.38
16.37
29.38
24.69
????〜???
clay
30.74
37.66
47.92
44.20
12.92.
34.92
25.50
17.49
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　（3）試料の調製
　風乾細土
　風乾原試料を直径２ ｍｍのフルイで箇別。
　粘土
　大部分の一次鉱物と分離するため，風乾細土約20gを希アンモニア水6）500 m目こケン濁させ，
振トウ２時間の後，沈降法で＜２μの粘土をとり，５％酢酸で中和しｲた後，飽和NaCl溶液を加
え，粘土をＮａ粘土となして沈底させ，上澄液をすて，水洗，アセトン洗浄後，風乾した。この試
料を粘土と略称する７）。
　NaOH処理粘土
　粘土鉱物を破壊し，鉄鉱物の結晶化を増す処理。粘土約500 mg を20％ＮａＯＨ溶液100 ml 中
で10分間シャ沸し6），遠沈，水洗，アセトン洗浄後，風乾した。この試料をNaOH処理粘土と略
称する。
　NaOH処理粘土（加熱）
　加熱に伴う鉄のhematiteｲﾋを検討するための処理6J。 NaOH処理粘土を電気炉で850°Ｃ，2時
間加熱した試料をNaOH処理粘土（加熱）と略称する。
　脱鉄粘土
　Ｘ線回折における粘土の鉄のピークを確認するために，さらに，粘土の鉄をJackson法7’で除
去して，鉄のピークの消失を調べた。粘±300 mg を遠沈管にとり, 0.3 Mクエン酸ナトリウム
溶液4 ml, lM―NaHCOs溶液０．５ ｍｌを加えて80°Ｃに加温し，約O.lgハイドロサルファイトを
加え，時々撹伴しながら80° Ｃに15分間おき, 1mlのアセトンを加えて粘土を凝集させ，上澄液を
除いた後，遠沈管に0.3 Mクエン酸ナトリウム溶液で洗いこみ，遠沈後，上澄液をすて，粘土を時
計皿にうつして風乾した。この試料を脱鉄粘土と略称する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　方　法
　（1）風乾細土中の遊離鉄の定量
　前処理はNa2S－シュウ酸簡便法9りこより，定量はロダン鉄法lo’によった。
　風乾細±2gを500 m1 三角フラスコにとり，別に15％Na2S溶液100 m1 を500 ml ビーカー
にとり，これに2.7％シュウ酸溶液200 m1 を徐々に加え，この混合液を風乾細土をいれた三角フラ
スコに加え, NH4CI lOgを加えて，加温し，85°Ｃ（90°Ｃをこさないように）前後になれば，直ちに
ゴム栓をなし，２分間激しく振トウした。つぎに，フラスコを振トウしながら，シュウ酸粉末を徐
々に加えて，生じた硫化鉄を溶解させた。シュウ酸の添加量は液がpH ３.5以下とならないように
B. P. B試験紙で判定した。全量を500 m1 メスフラスコにうつし，水で定溶となして混合し，乾
燥口過し，口液の10 ml を250 m1 メスフラスコにとり，水で定容となして，その10 m1 をビー
カーにとり, H2SO4酸性（3～15 N)となし, KMnO4でＦｅ２゛を酸化して，50 ml メスフラス
コにうつし，水10 ml を加え, 10% KSCN ５ｍ１，cone. HNO3 １ ml,（ＮＨ４）2S208数mgを
加え，水で定容となし，混合後，波長480 mμでＡsを測定し，検量線より, Fe'+を求め，風乾
細土中の遊離鉄を算出した。
　（2）粘土中の全鉄の定量
　小山ら11’の方法によって処理し，ジピリジル法12’で光度定量した。（ロダン鉄法ではＨＦの
ため発色しない。）
・粘±100 me を　100 m1 ポリェチレンビーカーにとり，（1＋1）H2S04 10 m1， HF5mlを加
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え，沸トウ湯浴上にのせ，20分間分解させ，飽和ホウ酸溶液50 m1 を加え, 250 m1 メスフラスコ
で定容となした後，ポリェチレン瓶にうつしておく。２～５ｍ１を50 ml メスフラスコにより，20
％酢酸アンモニウム溶液を加え, pH 3～４となし，還元剤（10％塩酸ヒドロキシルアミン約２～
5 ml)を加え，０．１％ジピリジル溶液２ｍ１で発色させ，波長525 mμでＡsを測定し，検量線よ
り，Ｆｅを求め，粘土中の全鉄を算出した。
　（3）試料のＸ線回折
　島津製作所製自記Ｘ線回折装置ＶＤ－１型を用い，粘土, NaOH処理粘土, NaOH処理粘土（加
熱），脱鉄粘土のα-FeOOH (goethite),α― FejOs (hematite)の回折線の消長を調べた。（γ－
ＦｅＯＯＨ，γ－Ｆｅ２０３は既報の折山段丘赤色土でもみられなかったので検討は省略）
　回折条件
　Target (Fe), Filter (Mn), Tube Voltage （20 KV), Tube Current （10 mA), Scan. Speed
（1°/min.), Time Constant (5), Chart Speed （10 mm/min.), Full Scale （50 c.p.s.), Div.
Slit (1 mm), Rec. Slit (0.5 mm), Scatt. Slit (0.5 mm). Scan. Range (2^ = 15～50°）
　（4）粘土の鉄の希酸に対する溶解性
　粘土を用い，片岡ら1･13’の方法により, 1N-H2SO4および1Nシュウ酸処理による溶解鉄の時
間的経過を調べた。
　（4・1）1N－H2S04処理
　粘±200 mg を300 ml三角フラスコにとり, 100 m1 の1N-H2SO4を加えてゴム栓をなし，
20°Ｃ で一定時間放置し（各組をつくる），乾燥口過し，口液一定ｎを100 ml ビーカーにとり，
con ｃ. H2SO4 1 ml を加え，加温し, KMnO4でＦｅ９を酸化し，淡紅色となし，50 m1 メスフ
フラスコヘうつし, 10%ロダンカリ溶液5 m1， con ｃ. HNOs １ ml,（ＮＨ４）2S20850 mg を加
え，水で定容となして混合し，波長480 mμでＡsを測定し，溶解鉄を求めた。
　（4・2）　1Nシュウ酸処理
　粘±200 mg を300 ml 三角フラスコにとり, 100 ml の1Nシュウ酸を加えてゴム栓をなし，
20°Ｃで一定時間放置し（各組をつくる），乾燥口過し，口液5～10 ml をミクロ用ケールダール分
解フラスコにとり, cone. H2SO4 1 m1 を加え，発泡が終るまで加熱分解し，水で希釈して加温，
ＫＭｎ０４で淡紅色となし，50 ml メスフラスコヘうつし，後は（4・1）と同様に発色させて，溶解
鉄を求めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果及び考察
　（1）風乾細土中の遊離酸化鉄，粘土中の全鉄
　風乾細土中の遊離酸化鉄含有量をＦｅとしてTable 2 に示す。
　赤色風化殼のmatrixは遊離酸化鉄をＦｅとして4.57～1.81%,平均3.28%であるのに対して，
褐色森林土下層土では2.91～0.64%,平均1.75%であり，前者の方が多い。（Ｈ）試料の平均は3.48
％，（Ｍ）試料の平均は2.94%で, (H)試料がいく分多い傾向を示した。　調査試料の範囲では赤さ
と，鉄合量とか関係があるようである。
　粘土中の全鉄含有ｍをTable 3 に示す。
　粘土中の全Ｆｅは赤色風化殼のmatrixでは10.43～5.57%,平均8.39%であるのに対して，褐
色森林土下層土では7.42～3.29%,平均5.56%であり，前者の方が多い。（Ｈ）試料の平均は8.55%
％，（Ｍ）試料の平均は8.14%で，わずかに（Ｈ）試料か多い。赤色風化殼matrix中の粘土は，褐
Tabli 2.　Ｔｈｅ ｃｏｎｔｅｎt ｏｆｊ･ｅｅ ｉｒｏｎ ｏｘｉｄｅ ｉｎ ｔhe　ｆｉｎｅ ｓoilｓ （く２ ｍｍ. aiｒ-ｄｒｉｅｄ）
Red weathered crust (matrix)
　　　percentage as Fe
　　Ueda (H)　　　　3.86
　　Ue－1（Ｈ）　　　　1.81
　　Niida (H)　　　　3.71
　　Shingai (H)　　　4.57
　　Joyama (H)　　　3.47
　　Ue－1（Ｍ）　　　2.28
　　Ue-2 (M)　　　3.70
　　Joyama (M)　　　2.84
Brown forest soil (subsoil)
　　percentage as Fe
Na (Br･）
Ｉ
Ｏ
???
(Br)
(Br)
(Br)
(Br)
(Ｂｒ)
2.22
1.57
2.91
0.64
1.51
1.63
Table 5. Ｔｈｅ ｃｏｎtｅｎｔ of ｔｏｔａｌ ｉｒｏｎ ｉｎ tｈｅ ｃｌａｙ ｆｒａｃｔt・ｎｓ ｏｆ ｔhe ｓａｍｐｌｅｓ（aiｒ-ｄｒｉｅｄ）
Red weathered crust(matrix)
　　　　percentage Fe
　　Ueda (H)　　　10.43
　　Ue－1（Ｈ）　　　　5.57
　　Niida (H)　　　　8.45
　　Shingai (H)　　　7.95
　　Joyama (H)　　10.33
　　　　　　-Ue-1 CM)　　6.63
　　Ue-2 (M)　　　9.32
　　Joyama (M)　　8.47 ・
Brown forest soil (subsoil)
　　　　percentage Fe
Na (Br)　　　　　　7.42
I (Br)　　　　　　4.78
0（Ｂｒ）　　　　　　5.80
A (Br)　　　　　　3.29
S (Br)　　　　　　6.50
Y (Br)　　　　　　5.57
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? ? ?
色森林土下層土の粘土よりも鉄が多く，前者が赤味が強いこと(Table l）と関係があるようであ
る。このことは前記細土の場合と同様の傾向である。
　（2）粘土のＸ線回折（鉄の同定）
　粘土のＸ線回折の結果をTable 4 に示す。　なお，同定は粘土及びNaOH処理粘土に回折線が
あらわれ，脱鉄粘土において消失したものをもって確認した。
　　　　　Table 4. Xra:y ｄｉｆｆｒ･ａｃtｉｏｎｌ ｎｅｓｏｆ　ｈｅｍａtitｅ(a-F,。203)ａｎｄＺｏｅthitｅ
　　　　　　　　（ｃｆ-Ｆｆヽ○（:）召）i71ｔｈｅｄａ:ｙｆｒａｃtｉｏｎｓｏｆ tｈｅｓａｍμｅｓ
（4・1) (H) samples
　　　　　ｈ : hematite,　ｇ: goethite　　÷ﾄ，十，土:relative intensities
　　d（Å）　　Ｉ　Ueda (H)　Ue-1 (H) Nirda (H) Shingai (H) Joyama (H)
4.18～4.21
2.69～2.70
2.51
2.44～2.46
十（ｇ）
十（ｈ）
十（ｈ）
－
－
＋
＋
-
(ｈ)
(ｈ)
廿
＋
－
(ｈ)
(ｈ)
升（ｇ）
土（ｇ）
十卜（ｇ）
士
升（ｈ）
升（ｈ）
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-
（4・2) (M) samples
4.18～4.21
2.69～2.70
2.51
2.44～2.46
－
十（ｈ）
十（ｈ）
－
-H- (g)
十（ｈ）
－
弁
士
(ｇ)
朴（ｇ）
（4・3) (Br) Samples
ｄ（Å）
4.18～4.21
2.69～2.70
2.51
2.44～2.46
identification
Na (Br)　　I (Br)
　　十（ｇ）　　十（ｇ）
　　士　　　　　－
　　－　　　　　一
　　十（ｇ）　　十（ｇ）
　　ｇ　　　　　ｇ
○（Ｂｒ）
一
　十（ｇ）
　－
十（ｇ）
-
これらの結果をまとめると，次の表のとおりである。
A (Br)
-
-
■
S (Br)
一
　十（ｇ）
　－
-
ｇ
Y (Br)
一
十（ｇ）
－
-
ｇ
　赤色風化殼のmatrixの粘土にはhematiteを含むものが多く，褐色森林土下層土の粘土には
goethiteを含むものが多かった。特に（Ｈ）試料はhematiteが優勢であった。
　なお，粘土に対してNaOH処理粘土の鉄のピークの強化はほとんどみられず, goethite,
hematiteの前駆物はみられなかった。
　（3）粘土の鉄の希酸に対する溶解性
　（3・1）IN－シュウ酸に対する溶解
粘土の1N－シュウ酸に対する溶解の時間的経過及び試料の赤味の脱色の状況をTable 5 に示す。
　各試料とも，脱色は312～840時間の中間でおこり，その後の色の変化はなく，溶解速度もきわめ
ておそくなり, 1460時間までに溶解鉄は，（Ｈ）試料では全鉄の44.3～70.7％，（Ｍ）試料は全鉄の
54.8～66.1%, (Br)試料は58.2～61.6%であり，他は一次鉱物の鉄であろう。
　Table 6 に，仝処理時間を５段階にわけ，各段階での１時間当りのＦｅの平均溶解速度を示す。
　各試料の粘土中の鉄は，Ｉの段階における1Nシュウ酸に対する溶解速度か圧倒的に大きいが，
試料別には，明らかに, (Br)試料＞（Ｍ）試料＞（Ｈ）試料の順になっている。
Table 5. Ｔｈｅ ｒｅｌａtｉｏｎｓh.iｔ> belｖｕｅｅｎ ｔhe tｉｍｅ-ｃｏｕｒｓｅ ａｎｄ ｉｒｏｎ ｄｉｓｓolｖｅｄ ｂ:ｙ
　　tｈｅ ｄａ:ｙ tｒｅａtｍｅｎt ａｕith　IN－０エａｌｉｃ ａｃｉｄ ｓolｕtｉｏｎ（２０°Ｃ）
　　　　　（　）:wet color (Munsell) of residue
Ueda (H)
Ｕｅ－1（Ｈ）
Niida (H)
Shingai (H)
Joyama (H)
Ｕｅ－１（Ｍ）
Ｕｅ－２（Ｍ）
Joyama (M)
I (Br)
Na (Br)
Y (Br)
1.06
1.13
1.00
1.32
1.20
1.59
1.80
1.65
2.22
3.01
2.44
1.83 ･4.00 5.83
(7. 5YR6/6) (7. 5YR7/4) (7. 5YR7/3)
　　1.83　　　　2.80(7.5YR7/4) (10YR7/3)
　　2.50　　　3.95(7.5YR6/6) (7. 5YR6/3)
　　2.75　　　　3.72(7. 5YR6/6) (7. 5YR6/4)
　　2.51　　　　　3.15(7. 5YR6/6) (715YR6/3)
　　3.50　　　　4.90
　3.25(10YR8/2)
　5.09(10YR6/3)
　4.92
　6.28（5 Y8/2）
　3.54（5 Y8/2）
　5.83(2. 5Y8/2)
5.37
(10YR6/3) (2. 5YR8/2)
　4.40（5 Y8/2）
　　3.55　　　　4.14
(10YR6/3) (5 Y8/2）
　　5.45　　　　5.64
(7.5YR6/6) (7. 5YR7/3) (10YR6/3) (2. 5Y6/2)
　　3.21
(7. 5YR7/4)
　　3.95　　　　4.25　　　　4.30
（10Y R7/3) (2. 5YR8/1) (5 Y8/1）
　　2.34　　　　2.40
(7. 5YR5/3) (10YR5/4)
　　3.35　　　3.60
(7. 5YR6/6) (7. 5YR6/4)
　　2.63　　　　2.70
(7. 5YR7/3)･（10YR6/4）
　6.47
（5 Y8/2）
　3.54
（5 Y8/2）
　5.97(2.5Y8/2)
　5.66(2. 5Y8/2)
　4.58(5 Y8/2)
　4.38
（5 Y8/2）
　　5.98(2. 5Y6/2)
　　4.64（5 Y8/1）
・　2.52
(10YR5/5)
　　3.99
　　2.75　　　　2.79
（10YR5/3）（10Y R5/3)
(2.5Y6/3) (2
　　2.85
(2. 5Y7/2)
4｡28　　　　4.57
5Y6/3）（2.5Y6/3）
　3.14　　　3.24
（2､5Y7/1) (2.5Y7/1)
Ｔａｄ＼e 6. Ｔｈｅηｉｉｅａｎ　diｓｓolｕtｉｏｎ ｒａte of iｒｏｎ ｉｎ ｃｌａ:ｙ 妬ｌ the tｒｅａtｍｅｎt ｔ。ith
　　　IN -ｏｙｉｃｄｉｃ　ａｃｉｄｓolｕtｉｏｎ（２０°Ｃ）’。
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10.43
5.57
8.45
7.95
10.33
-
6.63
9.32
8.47
4.78
7.42
5.57
Clay sample
Ueda (H)
Ue-1 (H)
Niida (H)
Shingai (H)
Joyama (H)
Ue-1 (M)
Ue-2 (M)
Joyama (M)
I (Br)
Na (Br)
Y (Br)
Ｉ
Fｅ（
passage
106
113
100
132
120
?
??
??
?
??
??
??
??????
19.3
17.5
37.5
35.8
30.0
-
23.0
42.5
39.0
-
3.0
8.5
4.8
＊　Decolorization of clay was found in all samples.
J
31.0
13.9
20.7
13.9
11.6
-
　9.1
20.0
10.6
0.9
3.60
　1.0
hr　　120
IV
･3
　　　　　Ｖ＊
12 hr” 312-840
9.5
2.3
5.9
6.3
4.9
2.1
2.9
1.6
-
0.6
2.0
･0.8
0.9
.0.5
0.3
0.9
0.5
-
0.‘5
0.4
0.1
??
?
????
0.5
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　（3・2) IN-H2SO4に対する溶解
　粘土の1N-H2SO4に対する溶解の時間的経過をTable 7 に示し，処理段階別１時間当りのFe
の平均溶解速度をTable 8 に示す。
　1N-H2SO4溶解処理の場合も，INシュウ酸処理の場合と類似の傾向を示し，初期段階の溶解速
度が大で，その順は（Ｂｒ）試料＞（Ｍ）試料＞（Ｈ）試料であった。
Table ｌ. Ｔｈｅ ，･ｅｌａtｉｏｎｓhip　bet。ｅｅｎ the　tｉｍｅ･ｃｏｕｒｓｅａｎｄ ｉｒｏｎｄｉｓｓolｖｅｄり
　　tｈｅ Ｃｌａｙ tｒｅａtｍｅｎt。ith lN-ＨｉＳＯ＊ ｓolｕtｉｏｎ（２０°Ｃ）
Clay sample
Ueda (H)
Ue-1 (H)
Niida (H)
Shingai (H)
Joyama (H)
Ｕｅ－1（Ｍ）
Ｕｅ－2（Ｍ）
Joya万ma (M)
I (Br)
Na (Br)
Ｙ（Ｂｒ）
Clay sample
Ueda (H)
Ue-1 (H)
Niida (H)
Shingai (H)
Joyama (H)
Ｕｅ－1（Ｍ）
Ｕｅ－2（Ｍ）
Joyama (M)
I (Br)
Na (Br)
Y (Br)
Fe (mg) dissolved per 100 mg clay
　48
-
0.56
0.53
0.50
0.81
0.84
-
0.91
1.19
1.07
-
1.23
2.01
1.26
144
1.2
1.0
1.2
1｡
1.
－
1.
2.
1.
４
4
6
3
2
50
－
70
21
54
1.42
2.80
1.82
5.17
3.20
4.75
4.60
3.95
-
3.75
5.14
3.98
-
2.70
4.45
3.05
color of residue
　　7.5YR7/3
　10　YR7/3
　10　YR7/3
　10　YR7/3
　　7.5YR9/3
　10　YR6/3
　10　YR7/3
　　2.5YR8/2
　10　YR5/4
　　2.5YR6/3
　　2.5YR6/2
Tadle 8. Ｔｈｅ　ｍｅａ？１　diｓｓolｕtｉｏｎ　ｒａtｅ ｏｆ ｉｒｏｎ ｉｎ ｃｌａｙ bｙ　the tｒｅａtｍｅｎt tｕｔth.
　　lN-ＨｉＳＯ* ｓolｕtｉｏｎ（２θ゜Ｃ）
Ｉ
H.7
11.0
10.4
19.9
17.5
-
19.0
24.8
22.3
-
25.6
41.9
26.3
Fｅ（μg)disolved per hour
　　　　　　　　　－
_ｊ竺ige
　　　　　ｎ
7.1
5.5
7.6
6.4
6.9
-
　8.2
10.6
　4.9
-
　2.0
　8.2
　5.8
1.7
0.9
1.5
1.4
1.0
-
0.9
1.3
1.1
-
0.6
0.7
0.5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約
　高知市及びその近隣の段丘篠層，古崖錐，崖錐成堆積物，基盤堆積岩の赤色風化殼のmatrix.の
鉄の形態を検討した。参考として四国内の褐色森林土下層土（Ｂｒ）を比較試料とした。赤色風化殼
、????
5）
?????
10）
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中の高位段丘形成時代及びそれ以降の時代の風化作用をう･けたと考えられるものを(H),中位段丘
形成時代及びそれ以降の時代の風化をうけたと考えられるものを(Ｍ)とする。
　赤色風化殼matrix中の粘土中の鉄はhematiteが優勢で(特に(Ｈ)試料が著しい), (Br)試
料の鉄はgoethiteまたはＸ線的非晶質よりなる。
　これらの試料の粘土中の鉄は，1Nシュウ酸溶液または1N-H2SO4溶液に対して，20° Ｃで，初
期段階において溶解が大で，その後，溶解速度は遅くなり，やがて，ほとんど脱色するが，脱色時
でも全鉄の鎔解はみない。
　初期段階での溶解速度は(Ｂｒ)試料＞(Ｍ)試料＞'(Ｈ)試料の順である。
　試料は高知第４紀研究グループの領石付近見学の際に同行，採取した。褐色森林土は林業試験場
四国文場の井上輝一郎技官より提供をうけた。赤色風化殼の堆積，風化については，丸の内高校の
吉川治先生に種々のご教示を賜った。ここに，厚く感謝の意を表します。
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